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標準期間※1 実績

新規 2ヶ月 39※3 、59～61 日（2ヶ月程度）

新規
（特定天井あり※2） 2.5ヶ月 －

計画変更 1.5ヶ月 48日 （1.5ヶ月程度）

計画変更
（特定天井あり※2） 2ヶ月 －

軽微な変更 1ヶ月 14、22※4、28～32日（1ヶ月程度）

軽微な変更
（特定天井あり※2） 1.5ヶ月 －

●認定審査期間の実績(2022.1月～3月)（性能評価期間は含みません）

－は該当期間内での実績なしを示す

・新型コロナウイルス対策対応により、国交省への対面での認定申請は
原則行わないこととなっています。

・年度初めは上記スケジュールより遅れる可能性があります。
・認定申請の予約が取りにくい状況となっていますので、ご注意ください。

※1 標準期間は認定申請～認定書交付までの標準日数を表しています。

※2 特定天井がある場合は「通常の審査期間 + 0.5ヶ月」を目安として

ください。

※3 比較的規模の小さな案件だったため、39日で交付されました。

※4 変更項目の少ない案件は14日・22日で交付されました。

【解説】2025年日本国際博覧会における仮設建築物許可基準について

2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）における仮設建築許可基準に
関し、前号Vol.46でお知らせしましたが、今回は特殊な材料を使用した仮
設建築物に関する情報を新たにお知らせいたします。

仮設建築物において特殊な材料※を使用する場合

※ここでは、建築材料の品質に関する規定、仕様規定、構造計算に関する

規定が定められていない建築材料のことを特殊な材料といいます。

仮設建築物において、令第81条第1項（時刻歴応答解析）は適用除外とな
ります。

仕様規定
（耐久性等）

令81条第1項
（時刻歴応答解析）

一部適用除外 適用除外

一方、建築基準法で規定がない新しい材料を使用した建築物は、政令で定
める技術的基準がなく、仮設許可には別の方法で法第20条への適合を確
認する必要があります。その方法として下記が挙げられます。

①法第38条に基づく認定（相談可）
②法第20条第1項第一号に基づく認定（対応可：性能評価）
③指定性能評価機関による任意評定（対応可：安全審査）

なお、当法人ではこれまでに性能評価の中で特殊な材料の審査を行った実
績があり、②の場合には当法人の性能評価、③の場合には当法人の安全審
査がご利用いただけます。

特殊な材料を用いる場合には、仮設許可時に代替確認方法の明示が必要に
なります。
例えば、海外製の鋼材等の場合、海外規格等、公的な規格に適合している
ことが分かる資料が必要になります。
指定建築材料以外の材料の場合は、規格がないため、上記①～③のうちい
ずれかの審査を受ける必要があります。なお、2022年度の委員会開催予定日については、別紙1をご参照ください。
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【解説】あと施工アンカーの使用できる範囲の拡大

平成13年国土交通省告示第1024号「特殊な許容応力度及び特殊な材料強度を定める件」について改正されましたので、お知らせいたします。

【お知らせ】変更項目一覧表について（再）

参照：国土交通省HP
（https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/jutakukentiku_house_tk_000159.html）

接着系あと施工アンカー（注入方式カートリッジ型）強度指定申請の流れ

あと施工アンカー単体の申請

申請者
あと施工アンカー製品製造会社等

性能試験実施機関にて
各種性能試験実施

性能評定機関への
性能評定申請

性能評定書

あと施工アンカーを用いた構造部材の申請

申請者
設計者・施工者・発注者・あと施工アンカー製品製造会社等

計画（適用範囲の決定）

構造部材の構造性能試験実施※2

審査評定機関への構造性能評定申請※3

構造性能評定書

国交省への強度指定申請 前号vol.46でもお知らせしましたが、2022年4月より変更申請時に添付
する変更項目一覧表について新しい様式での申請が求められます。

「主として主架構等に関する変更」「二次部材に関する変更」「その他の
変更」の大項目に分類し、さらに部材単位（小梁、スラブ等）で分類して
ください。
詳細は前号の付録をご覧ください。
(https://www.gbrc.or.jp/assets/documents/center/high_building_info46_Furoku.pdf)

「主として主架構等に関する変更」「二次部材に関する変更」「その他の変

更」

あと施工アンカー
（平成13年国土交通省告示第1024号第1第十四号、第2第十三号）
現行
あと施工アンカーの使用箇所は既存の鉄筋コンクリート造等の部材とこれを補強するための部材との接合に限定

改正後
増改築や新築において、補強以外の用途に使用することが可能（新築の施工精度を要する箇所等）※1

※1 接着系あと施工アンカー（注入方式カートリッジ型）のみ。 金属系（打込み方式）や接着系（カプセル方式）のアンカーは、従来どおり補強の用途にのみ使用可。接着系あと施工アンカー（注入方式カートリッジ型）のみ。

変更申請をご提出いただく場合、二次部材の追加等に
より、あと施工アンカーを使用するような計画の変更
は、軽微な変更にはならないため注意が必要です。

※2 GBRCにて対応可
適用部位を想定した試験体を用いて試験を行い、
あと施工アンカーを用いた場合とと先付け鉄
筋を用いた場合の構造性能を比較します。

※3 GBRC性能証明
構造性能評定の申請時資料として、下記項目が
要求されます。

適用範囲・適用条件、構造部材・部位、使用
材料、設計指針、施工指針、製造要領・品質
管理、構造性能実験関連

「接着系あと施工アンカー強度指定申請ガイドライン」および「強度指定を
受けたあと施工アンカーの一覧」は下記の国交省HPよりご確認ください。

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/jutakukentiku_house_tk_000159.html
https://www.gbrc.or.jp/assets/documents/center/high_building_info46_Furoku.pdf
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【お知らせ】2021年度業務アンケート集計結果と今後の取り組み（1/2）

昨年10月～11月に実施しました性能評価に関するアンケートにていただいたご意見をご紹介いたします。
また、皆様からいただきましたご意見をもとに、今後より一層のサービスの向上に努めてまいります。

＜アンケート結果＞ ＜GBRCの今後の取り組み＞

①【Web審議について】 良い点： ・来所不要のため便利
・資料のペーパーレス化が図れた

悪い点： ・資料説明が難しい時があった
・音声にノイズあり

【希望する委員会・部会の開催方法について】

・委員会および部会の開催方法について、設計者様のご要望を
お伺いし、可能な限り対応させていただきます。

・Web形式での部会開催時、対面形式と差異なく審議が行える
よう 情報伝達の仕方の改善 に取り組みます。

②【ワンストップサービス
について】

利用したことがある：約40％
利用しない理由のうち、「ワンストップサービスを知らなかっ
た」が70％

・構造性能評価とその他事業（建築確認・住宅性能評価等）を
併せてご利用いただけるよう、確認検査課と連携を強化し、
変更手続き時期のご案内をする等ワンストップサービスの
サービス向上に努めます。

③【その他のご要望】 ・完全ペーパーレス化を希望
・担当評価委員の事前周知を希望
・免震材料立会検査の希望/情報提供の希望

・2022年度以降、受付委員会および軽微変更の印刷資料を徐々
に減らし、ペーパーレス化に取り組みます。

・受付委員会翌日に、担当委員をお知らせいたします。
・性能評価期間中、第三者による免震材料の立会検査 について
ご案内いたします。
なお、免震材料の立会検査についてはVol.44の付録2をご参照
ください。

（https://www.gbrc.or.jp/assets/documents/center/high_building_info44_Furoku.pdf）

38%

8%

54%

委員会

Web希望 対面希望 どちらでもよい

22%

19%59%

部会

ワンストップサービスとは…
GBRCにて、性能評価・大臣認定、防災計画
評定、建築確認検査、住宅性能評価、省エネ
適判等をワンストップで行うサービスです。
例えば、検査日に合わせてGBRCより変更手
続きのご案内をさせていただいております。

第三者による免震材料の立会検査

詳細は次ページへ

情報伝達の仕方の改善資料説明が難しい時があった

https://www.gbrc.or.jp/assets/documents/center/high_building_info44_Furoku.pdf
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【お知らせ】2021年度業務アンケート集計結果と今後の取り組み（2/2）

【編集後記】
日に日に暖かくなり、ずいぶん過ごしやすい季節になってまいりました。桜の季節が終わ
り、もうすぐゴールデンウイークがやってきますね。今年は5月2日と6日に休暇を取得す
れば最大で10連休になるそうです。実際にはそんなに休んでもいられないですが、この2
年ほどはコロナ禍により外出控えが続いていたので、今年こそは充実した休暇を過ごした
いものです。（S）

発行者：一般財団法人 日本建築総合試験所
建築確認評定センター 性能評定課
担当：大谷、甲谷、尻無濵
TEL：080(8303)3867  FAX：06(6966)7680
E-mail：seinou@gbrc.or.jp

【zoomコメント機能のご紹介】
Web会議システムzoomを使用した委員会・部会の際、対面形式と差異なく審議を行うための情報伝達ツールとして、zoomの『コメント』機能をご紹介
いたします。参加者全員が簡単に書き込むことができ、そのコメントはリアルタイムで全員に表示されますので、対面形式に近いやり取りができます。

画面共有をすると、「コメントを付ける」がメニューバーに表示されます。

「コメントを付ける」をクリックすると新たなツールバーが表示されますので、テキストボックスや
ペン、マーカー、矢印、スタンプなどを選択し描写することができます。

＜PCの場合＞

「保存」をクリックし、コメントがつけ
られた画面のスクリーンショットを保存
することもできます。

画面共有をする側だけでなく、その他の参加者もコメントを書き入れることが可能です。

＜iPadの場合＞

共有したいファイルを画面共有後、左下に表示される
ペンのマークをタップ

「保存」をクリックし、コメントがつけ
られた画面のスクリーンショットを保存
することもできます。

ツールバーが表示されますので、テキストボックスやペン、マーカー、
図形などを選択し描写することができます。

PCと同様、画面共有をする側だけでなく、その他の参加者もコメントを
書き入れることが可能です。
書き込まれたコメントはリアルタイムで参加者全員に表示されます。

画面共有された側の画面では、画面上部に
「ビューオプション」が表示されるので、
プルダウンから「コメントを付ける」を選
択してください。

Zoomコメント機能使用例 Zoomコメント機能使用例
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